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西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
で
は
毎

年
一
月
に
館
蔵
品
展
を
開
催
し
、
千

点
を
超
え
る
所
蔵
品
の
中
か
ら
数
十

点
を
選
び
、
様
々
な
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

現
在
開
催
中
の「
近
代
絵
画
の
美
」

展
で
は
、
日
本
の
近
代
を
テ
ー
マ
に

所
蔵
品
の
中
か
ら
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
初
期
に
活
躍
し
た
画
家
た
ち
の

作
品
８４
点
を
、
２
月
１１
日（
月
・
祝
）

ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

主
な
出
品
作
品
は
、日
本
画
で
は
、

美
人
画
家
と
し
て
今
な
お
多
く
の
フ

ァ
ン
に
親
し
ま
れ
て
い
る
上
村
松
園

「
清
韻
」
を
は
じ
め
、
川
合
玉
堂
「
奔

湍
」、
杉
山
寧
「
雉
山
百
合
図
」、
橋

本
関
雪
「
僊
女
」、
前
田
青
邨
「
薔

薇
」、
横
山
大
観
「
春
秋
山
水
図
」

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

油
彩
画
で
は
、
梅
原
龍
三
郎
「
霧

島（
栄
ノ
尾
）」
を
は
じ
め
、
岡
鹿
之

助
「
雪
の
変
電
所
」
、
小
出
楢
重
「
帽

子
の
あ
る
静
物
」、
児
島
善
三
郎「
レ

ー
ス
を
着
る
女
」、
安
井
曽
太
郎「
宇

治
黄
檗
風
景
」
な
ど
、
代
表
的
な
画

家
た
ち
の
作
品
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

梅
原
龍
三
郎
や
児
島
善
三
郎
が
フ

ラ
ン
ス
留
学
時
代
に
描
い
た
作
品
も

展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
兵
庫
県
出
身
の

洋
画
家
白
瀧
幾
之
助
が
、
ロ
ン
ド
ン

留
学
時
代
に
描
い
た
イ
ギ
リ
ス
の

風
景
画
を
、
コ
ー
ナ
ー
展
示
で
紹

介
し
ま
す
。

油
彩
画
や
日
本
画
の
優
品
が
一

堂
に
揃
う
こ
の
機
会
に
、
近
代
日

本
絵
画
の
魅
力
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

�
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク
で
は
、

美
術
館
学
芸
員
が
展
示
室
を
一
緒

に
め
ぐ
り
な
が
ら
、
作
品
の
見
ど

こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。
解
説
を
聞
き

な
が
ら
鑑
賞
す
る
こ
と
で
、
作
品
の

新
た
な
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
日
時
】
１
月
２６
日（
土
）、
２
月

２
日
（
土
）
、
９
日
（
土
）
い
ず
れ
も

午
後
２
時
よ
り
。

【
参
加
方
法
】
当
日
、
美
術
館
１

階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー
に
お
集

ま
り
下
さ
い
。

�
入
館
料

一
般
５
０
０
円
、
高
大
生
３

０
０
円
、
小
中
生
２
０
０
円

＊
た
だ
し
、
の
び
の
び
パ
ス
ポ

ー
ト
、
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
呈

示
の
小
中
生
と
、
西
宮
市
内

在
住
６５
歳
以
上
の
方
は
証
明

書
呈
示
に
よ
り
無
料

�
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
半
ま
で
）

休
館
日
・
水
曜
日

�
展
示
作
品
紹
介
①

上
村
松
園
は
１
８
７
５（
明
治
８
）

年
京
都
に
生
ま
れ
、
１
８
８
７
（
明

治
２０
）年
京
都
府
画
学
校
に
入
学
し
、

鈴
木
松
年
、
つ
い
で
幸
野
楳
嶺
、
竹

内
栖
鳳
に
師
事
し
ま
し
た
。
美
人
画

家
と
し
て
活
躍
し
、
１
９
４
８
（
昭

和
２３
）
年
に
は
女
性
初
の
文
化
勲
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

季
節
は
風
薫
る
初
夏
、
楓
の
若
葉

を
背
に
、
髪
を
か
し
ま
や
島
田
に
結

っ
た
女
性
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

若
葉
の
緑
と
赤
い
着
物
と
の
色
の

対
比
が
、
効
果
的
に
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

描
か
れ
た
人
物
は
女
性
た
だ
一

人
で
す
。
し
か
し
、
画
面
の
右
側

を
見
や
る
視
線
と
、
同
じ
方
向
を

指
差
す
よ
う
な
右
手
の
仕
草
に

は
、
そ
の
先
に
作
品
に
は
描
か
れ

て
い
な
い
、
別
の
人
物
が
い
る
こ

と
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。

�
展
示
作
品
紹
介
②

岡
鹿
之
助
は
１
８
９
８
（
明
治

３１
）
年
東
京
麻
布
に
生
ま
れ
、
東

京
美
術
学
校
を
卒
業
後
、
１
９
２

４
（
大
正
１３
）
年
よ
り
約
１５
年
間

フ
ラ
ン
ス
に
留
学
、
帰
国
後
は
春
陽

会
で
活
躍
し
ま
し
た
。

画
面
に
は
、
真
っ
白
に
雪
化
粧
し

た
山
奥
の
変
電
所
が
、
詩
情
豊
か

に
描
か
れ
て

い
ま
す
。

筆
で
画
面

を
塗
る
と

い
う
よ
り

も
、
絵
の

具
を
載
せ

る
と
表
現

し
た
方
が

ふ
さ
わ
し

い
、
独
特

の
技
法
で

描
か
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、

こ
の
作
品

は
今
春
に
東
京
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

美
術
館
で
開
催
さ
れ
る
、
没
後
３０

年
記
念
の
回
顧
展
に
出
品
さ
れ
る

予
定
で
す
。

日
本
の
近
代
と
美
術

―「
近
代
絵
画
の
美
」展
の

時
代
背
景
―

絵
画
の
転
機

１
８
６
８
（
明
治
元
）
年
の

明
治
維
新
に
よ
り
、
日
本
は
近

代
を
迎
え
ま
し
た
。
政
治
的
・

社
会
的
な
体
制
が
大
き
く
変
化

し
て
い
く
こ
の
頃
、
絵
画
を
め

ぐ
る
状
況
も
新
た
な
る
転
機
を

迎
え
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
主

流
の「
洋
画（
油
彩
画
）」が
、
徐
々

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
一
方

で
、「
漢
画（
か
ら
え
）」「
や
ま
と

絵
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
伝
統

的
な
絵
画
も
、
油
彩
画
や
写
真
な

ど
様
々
な
影
響
を
受
け
て
、
新
た

に
「
日
本
画
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。

画
家
た
ち
の
奮
闘

洋
画
家
た
ち
は
、
盛
ん
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
と
留
学
し
て
、
洋
画
の

技
法
を
習
得
し
、
日
本
画
家
た
ち

も
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
新
し

い
表
現
方
法
を
模
索
し
ま
し
た
。

洋
画
家
の
梅
原
龍
三
郎
や
日
本
画

家
の
上
村
松
園
、横
山
大
観
ら
は
、

没
後
数
十
年
経
つ
今
も
な
お
、
そ

の
名
を
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
彼

ら
も
ま
た
「
洋
画
」
や
「
日
本
画
」

の
基
礎
が
形
づ
く
ら
れ
た
、
こ
の

「
近
代
」と
い
う
時
代
に
活
躍
し
た

画
家
た
ち
な
の
で
す
。

そ
の
人
気
は
、
作
品
そ
の
も
の

の
魅
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
画
家
た
ち
が
新
た
な
る

「
道
」を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
、
そ

の
姿
勢
に
共
感
す
る
か
ら
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

現
在
、
阪
神
西
宮
駅
を
起
点
に
、

西
宮
と
芦
屋
の
文
化
施
設
や
酒
蔵
な

ど
を
周
遊
す
る
「
も
だ
ん
る
ー
ぷ
バ

ス
」
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間

中
は
「
大
谷
記
念
美
術
館
前
」
バ
ス

停
が
設
置
さ
れ
、
乗
車
券
の
呈
示
に

よ
り「
近
代
絵
画
の
美
」展
が
１
０
０

円
割
引
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
さ

ら
に
２
月
９
日（
土
）・
１０
日（
日
）・

１１
日（
祝
）に
は
、
学
芸
員
に
よ
る
特

別
解
説
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

運
行
期
間
は
２
月
２４
日（
日
）ま
で

の
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
。
運
賃
は
一
日

乗
り
放
題
で
大
人
５
０
０
円
、
小
人

２
５
０
円
で
す
。乗
車
券
は
当
館
他
、

各
所
に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
兵
庫
県
阪
神
南
県
民
局（
０
６
・

６
４
８
１
・
４
５
４
９
）
へ
。

〈
キ
リ
ト
リ
〉

伊東深水「吹雪」１９４６（昭和２１）年頃

近近
代代
絵絵
画画
のの
美美
近近
代代
日日
本本
のの
油油
彩彩
画画
とと

日日
本本
画画
のの
魅魅
力力
にに
触触
れれ
るる

開開
催催
中中
〜〜
２２
月月
１１１１
日日（（
月月
・・
祝祝
））まま
でで

岡鹿之助「雪の変電所」１９６４（昭和３９）年

〈キリトリ〉

〈キリトリ〉

杉山寧「雉山百合図」１９５３（昭和２８）年

前田青邨「薔薇」１９６５（昭和４０）年頃

近代絵画の美
割 引 券

本券を持参の方は、
一般５００円を４００円に
割引します。
２月１１日まで有効

〈
キ
リ
ト
リ
〉

ももだだんんるる～～ぷぷババスス
ぐぐるるっっとと一一日日乗乗りり放放題題でで
浪浪漫漫たただだよようう町町めめぐぐりり

小出楢重「帽子のある静物」１９２３（大正１２）年

上村松園「清韻」１９４３（昭和１８）年

梅原龍三郎「霧島（栄ノ尾）」１９３８（昭和１３）年


